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令和６年度第２回 

長沼町まち・ひと・しごと創生推進会議 

議事概要 
 

開催日時：令和 7年 2月 10日（月）13:30～15:05 

開催場所：長沼町役場３階会議室 

 

出席者：計 12名 

①委員：8名 

②事務局：4名 

③傍聴：1名 

 

１名の傍聴参加の報告、会議公開の決定。 

半数以上の出席による会議成立の報告。 

 

次第 

１．開会 

２．挨拶 

３．議題 

（１）第３期長沼町人口ビジョンの素案について 

（２）第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略の素案について 

（３）その他 

４．閉会 

 

１．開会 

〇事務局：（開会）  

２．挨拶 

〇会 長：（挨拶） 

３．議題 

（１）第３期長沼町人口ビジョンの素案について 

〇会 長：事務局から説明を行う。 

〇事務局：第３期長沼町人口ビジョンの素案について説明（資料説明）。 

〇会 長：少子高齢化や人口減少は長沼町に限らず、全国あるいは北海道の普遍的なことで食い止めるの

は難しいが、社会増のあった年もあるということは長沼町に魅力があるということにつながっ

ていると思う。 

〇坂本委員：2023年の社会増について、分析はされているか。 

〇事務局：53人増を全て分析することは難しいが、大きな要因としては北長沼小学校跡地で開校した、ま

おい学びのさと小学校があり、４人家族と想定した場合、およそ 20％はこの要因かと思ってお

り、議会へも同様の説明をしている。 

〇会 長：廃校活用によって人口が増えたことは明るい兆しと思う。 
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（２）第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略の素案について 

〇会 長：事務局から説明を行う。 

〇事務局：第３期長沼町まち・ひと・しごと総合戦略の素案について説明（資料説明）。 

〇会 長：前回会議でも話したが、空港、ラピダス、ボールパークが近く位置的にも恵まれている環境に

ある。自然減は高齢化等の要因で避けることは難しいと思うが、より魅力的な環境をつくり、

社会増を図っていくということがキーワードになっていくかと思っている。例えばボールパー

クのある北広島市はあまり宿泊施設がなく、広域的視点で宿泊施設があっても良いと思うし、

社会増のためには若い人たちが住みやすく、楽しい町にしていくことが必要だと思うので、カ

フェ等も必要かという気がする。人口が長沼町の半分ほどの新冠町では、馬やレコードで非常

に特色ある取り組みをされており、元気があるなという印象がある。長沼町まち・ひと・しご

と総合戦略というお堅い名称であるが、何かキャッチコピーを考えていただいて、それにコン

テンツを揃えていくということも必要かと思っており、坂本委員はなにかご意見ないか。 

〇坂本委員：長沼町は素晴らしいコンテンツがたくさんあり、それを有機的に結びつけることで外からの

人を引き寄せられるのではないかと前回も話したかと思う。先日弊社新聞にも出ていたが、こ

の時期の岩見沢市にインバウンドの方がたくさん訪れている。駅前に大きなスーツケースを抱

えた外国の方が家族連れで雪遊びをしており、雪を見るためだけに岩見沢に来たとのことであ

る。雪が降るというだけでインバウンドの方々が来る、これは一例であるが、コロナが明け、

これから益々インバウンドが増えるであろう中、そういった動きに反応し、長沼町でも対応を

していくと新しい突破口ができるんじゃないかと。これからの国際情勢がどういう動きが出て

くるか見えない中で、計画はもちろん大事であるが朝令暮改でも良いと思うので、臨機応変に

対応していくことが大事かと思っている。 

〇会 長：豊かなコンテンツが比較的ある町であるし、アクセスも非常に便利になってきていると思う。

伊藤委員から資料を出していただいているので、空知総合振興局として長沼町の位置づけなど

を説明いただきたい。 

〇伊藤委員：資料２枚お配りしている。１枚目は政策展開方針の概要であり、道央の空知地域として「日

本遺産炭鉄港を活用した交流人口拡大プロジェクト」、「一次産業の未来を広げる産業振興プロ

ジェクト」、「空知の魅力発信・誘客促進プロジェクト」、「空知に関わりを持つ人材創出プロジ

ェクト」、「ジオパークの連携による関係人口等の創出・拡大プロジェクト」の５プロジェクト

を掲げている。２枚目は「空知総合振興局における共創の取組」の資料であり、炭鉄港や空知

地域創生協議会、空知農産物のブランド化などの取組みについて情報提供をするもの。 

〇会 長：空知という広域連携の中では、非常に恵まれたものが多い気がしている。人材育成、町の活性

化のためには、なにか新しいものをつくらないと既存のままではなかなかうまくいかない。本

会議には北海道銀行と空知信用金庫からも出席いただいているが、金融機関として提案や意見

などはいかがか。 

〇城市委員：新聞では道の駅に多くの人が来ているという記事も見るので、地元農産物の販売は成果が出

ていると見受けていた。企業誘致について途中段階と思うが最近の状況を教えていただきたい。 

〇事務局：企業誘致は産業振興課で所管しているが、最近では元日本ハムファイターズの斎藤佑樹氏が旧

舞鶴スポーツ公園に少年野球場をつくっている。公になっているところでは au がスポンサー

となりながら球場をつくっていることは YouTube等から見ることができる。 

〇城市委員：コテージ等もできるのか。 

〇事務局：聞くところでは、焚火等が今のところ目立ったところ。４ページにあるように企業等の誘致・

新規起業数が前計画では 20件であったが、今回 50件と増えているのはどちらかというと企業

というより起業であり、ニーズは結構多く、スモールビジネス、スモールスタートからという

ところが非常に多いかと感じている。そういう面では金融機関の方たちにはお世話になってい

るかと思っているが、大企業となると遊休公共施設がターゲットとしてはあるのかと思う。ま
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た、11ページに５年間で５件の遊休公共施設の活用とＫＰＩを設定しているが、実際あるのは、

義務教育学校建設後の長沼小学校と旧舞鶴小学校であり、舞鶴小学校は地元の方でタンチョウ

も住めるまちづくりという活動をやっている方もいるので、自然環境活動とコミットできたら

良いかというところに加えて、斎藤佑樹さん等を絡めて学校跡地にそういった企業が参入いた

だけないかということを長沼町では探っている最中である。いずれにおいても地域の方とコミ

ットすることが一番大事であり、地元に紹介して対話の部分から始めていくのが公共施設とし

ては必要なのかなと思っている。他の用地に関しては、11ページに都市計画マスタープラン及

び立地適正化計画の策定とあるが、現在建設中の長沼ランプのところまでとなるかわからない

が、都市計画の見直しの中で示せれば企業からも注視されるのかと思う。現状なかなか言えな

いところではあるが、そのようなイメージで進めていこうかなという形である。 

〇城市委員：キャメル珈琲が参入したときは地元雇用が増えたか、それとも町外から社会増になったか。 

〇事務局：ＫＰＩの実績として把握しており、雇用が増えた部分はあるが、企業を誘致して素直に地元雇

用がたくさん増えるかというと決してそういうわけでもなく、単に企業誘致をしたから人口が

増えるという段階ではもうないのかと思っている。ただ、働く場所がなければ地域が困る部分

もあるので、ベッドタウン化を目指すのか、それとも企業誘致して産業を創出するのか、両面

で考えなければいけないとは思っているが、現在はどちらに舵を切るかという段階ではまだな

いと捉えている。現在いる方たちを大切にしたいという考えもあり、とにかく新しい人たちを

呼ぶという考えではない。町内で木工業をやっている方から民泊をやりたいという相談を受け

たこともあるが、副業にチャレンジする方たちが結構いる。今後はリスキリングやスタートア

ップに対しても支援をしていき、就業面の支援体制など長沼町の魅力について、口コミで広が

っていくことも期待している。 

〇会 長：中川委員はいかがか。 

〇中川委員：長沼町を元気にするためにはという質問だったと思うが、私のところにも起業に関する相談

はたくさん来ている。農家からも、なにをやれば儲かるとか、なにか楽しいことないかという

ような幅広に相談を受けることが多々あるが、その中で最近、特に移住者の方から聞かれるこ

とが多いのがローカル 10000プロジェクトである。移住者から古民家を改装して民泊を開業し

たいという話などいろいろあるが、長沼町では過去２件の活用があったかと思う。道内では活

用事例はそんなに多くないはずで、長沼町はかなり多いほうだと思う。移住者の目が向いてい

るのは郊外が多いが、できれば街中で行ってもらえるような事業者とうまくマッチングできれ

ば、すごく面白い取り組みだと思うし、ローカル 10000プロジェクトであれば役場とも連携し

て進める事業となるので、是非進めていくべきだと思っている。また、資料を見て一番印象の

大きかったのは観光入込客数であるが、10年前から比べたら２倍以上になっている。割合から

したら道内の 1.5％程度とはいえ、無視できない大きな数字かと思うので、町内で伸ばしてい

くべきはここが起点になってくるのかなという感想を持った。 

〇会 長：農業は重要な産業であるが、現場に近い一町民としても柴田委員はいかがか。 

〇柴田委員：農協という立場で地域農業をどう振興していくかということで、農家数を減少させないため

に小規模ながらでも生計を立てていけるような高収益野菜等の実現が必要であり、現在体制を

整備しているところである。長沼町の農業では 98億の販売高を算出しているが、その中の 40

億近くが玉ねぎや芋、ブロッコリー等の品目の複合でこういった状況をつくってきている。動

機付けとして設備投資の軽減策を農協と町が共同して行ってきた結果がこの状況につながっ

ている思っている。人口ビジョンにおいて、農家数減少は止められないというところはあるが、

なんとか努力して組合員数を減少させないようにと考えている。農業で魅力のある長沼町とい

うことで、観光入込客数も増えていく中で農業の価値をどうやってプレゼンしていくかも重要

であり、６次産業化ということで地元特産の白菜で作った浅漬けを市場にプロデュースしたり、

トマトをアレンジしたジンの開発もしており、一定の評価をいただいている。長沼町の農業は

組織が一体となって面白いことに取り組んでいると見せていくことが農協の役割かなと思っ

ている。 
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〇会 長：長沼町は生産量的にも恵まれたところだと思うので、より一層ブランド化を進めていただくこ

とが必要なのかなと思っている。田中委員はいかがか。 

〇田中委員：商の部分についてはイベントを多数行っており、大きなイベントでは夕やけ市を年３回実施

しているが、町外からもたくさんの人が訪れる。日常生活で街中がどうなのかなと思った時に、

やはり空き店舗が多いのだが、老人や子どもたちが一緒になってくつろぎ、語らい集うことが

できる場所が中心部にあれば良いかなと思う。また、会長も言ったように街中に宿泊施設もあ

れば良いのかなと。観光客も長沼町に大いに来ているが夜までは留まらない。これだけ料飲店

もあり、農業が盛んな町でもあるので、長沼の食材ＰＲもできると思う。工の部分については、

現状の工業団地は草が生い茂っており、あるのはソーラーパネルとあまり良い状態ではない。 

〇会 長：本日欠席の鈴木委員からご意見いただいているので、事務局からお願いする。 

〇事務局：鈴木委員から総合戦略のＫＰＩ設定について、基本目標Ⅰの「企業等の誘致・新規起業数 50

件」について、①第２期の実績が令和５年度まで 58件あることから実績以上にしてはどうか。

②「企業等の誘致」と「新規起業」は雇用創出効果が異なるので分けて設定してはどうか。③

基本目標Ⅲの「子育て・教育の満足度 65％」について、第２期と同様の目標値 80％としてはど

うか。と３点ご意見をいただいた。 

〇会 長：ＫＰＩは一つの目標値であり、実効性があるものにするという視点もあるが、委員は高めで良

いのではという意見だと思う。確かに企業等の誘致については参考資料を見ると 58 件ある。

これから景気がどうなるのかは先行き難しい部分はあるが、目標として少し高めでも良いかと

も思う。 

〇事務局：委員２点目の意見につながるが、起業と企業誘致での雇用創出は割合が全然異なる。58件の実

績があるので 70 件と目標高く事務局は提案したが、本日の発言もあったが世界経済など情勢

が先行き不透明な状況で、担当課としては実績を固く見ながらその上を目指していきたいとい

う意向があったので、50件に設定したところである。あくまで素案であり、ここが諮問機関で

あるので、委員の意見に沿った中で担当課にフィードバックすることも可能である。 

〇会 長：役場内で調整された数字ということであるが、企業誘致と起業についてはどう考えるか。 

〇事務局：企業誘致と考えるとそろそろ厳しいかということもある。５年間の中でエリアを造成するのか

ということもあるが、町として再び工業団地を造成することは考えておらず、基本的には準工

業地帯などの形にして、誘致することが良いのではと提案している段階。町が土地を買い上げ

て何かをする時代ではないと思っているが、企業の目途がついているかというとなかなか厳し

いところである。起業に関しては先程のように、現在の人たちを大事にしたいということがあ

り、地域おこし協力隊をはじめとして、彼らのスタートアップに対するセミナーなど一助にな

る形に取り組もうかと検討している。会社に投資するよりかは人に投資する形で現在考えてい

る段階なので、企業誘致に関して担当課が難しいと言っている以上は 50 件という数値が妥当

なのかなと思い現在お示しをしている段階。 

〇会 長：もちろん 50件を達成したら良いというものではなく、それが 70件や 80件になるよう取り組

んでいかれるので、堅実な数字を目標に置きつつ、事務局が説明するように例えばサテライト

オフィスやカフェであるとか、そういう部分を含め小さなものでも活かして考えていくという

数字でよろしいか。 

〇事務局：２拠点生活も総務省で推進しており、昨日までも都市部に出向いて企業に対しワーケーション

等の話をしながら本町をＰＲしたが、サテライトオフィス、２拠点生活、こういう部分も推進

したいと考えている。 

〇会 長：本日の会議としては提示の 50 件で良いのではと思う。基本目標Ⅰ・基本目標Ⅱにも関わるの

で、無理のない範囲で取り組んでいくということが良いかと思うが、副会長はいかがか。 

〇副会長：素案の数値で良いかと思う。 

〇柴田委員：現実的な数字を見るべきという意見で良いと思うが、基本目標には安定した雇用の創出であ

るので、50件の中には質を求めることも大事かと思う。 

〇会 長：ながぬま農業協同組合として、農家数を減らさないためには６次化等様々な要因があるかと思
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うので、それに関連した企業誘致や起業という部分も考え、意見を尊重していきたい。 

〇柴田委員：集荷施設や調製施設でも雇用が足りない状況がある。町内では応募がなく、町外へも募集す

る中で、提示する賃金によっては通勤ではなく定住にもつながると思うので、課題とさせてい

ただく。 

〇会 長：農協でもそういう取り組みを進めていただければと思う。６次化について私は酪農学園大学に

いるが、江別市には４つの大学と１つの短期大学があり、岩見沢市には教育大学がある中、連

携した取り組みをいろいろされていると承知しているが、さらに進めていくことが起業や誘致

につながっていくと思う。 

〇会 長：全体を通して、副会長からコメントいただければ。 

〇副会長：人口ビジョン素案の９・10ページでは夜間人口より昼間人口が多くなっているが、この方々に

長沼町に住む家がないのか、近隣市町村の方が住みやすいのか聞いてみたいと思ったところで

あり、この方々が住めるような住宅等があれば人口も少なからず増えるのではないかと感じて

いる。長沼町は本当に魅力ある町だと感じているものの、各分野では努力しているが全体の繋

がりがないという気もしている。例えば観光と農業で、観光バスをチャーターして長沼町を回

っていただくとか、ルートづくりのマップが１つあれば良いのかなと感じた。いろいろな分野

の方々がそれぞれ自分の町の魅力を発信して、テレビでもよく長沼町のグルメやスイーツの放

映を見るが、どうしてもスポットになってしまって長沼町全体としてはどうなのかなと思うの

で、この会議や総合振興計画審議会等でしっかり考えなければならないと感じた。 

〇会 長：有機的につなげるということかと思う。NAGANUMAPというデジタルマップもあるようで、こう

いうものも活用して、地域おこし協力隊や町職員がいろいろなところをいわゆる映える情報発

信をしていただければと思うので、よろしくお願いしたい。 

〇事務局：鈴木委員の意見で子育て・教育の満足度に対するものもあった。先ほども説明したが、子育て・

教育の満足度（肯定的な意見）は現状 58.7％に対し目標 65％としているが、第２期では目標

80％としていた。前回策定時は実績 77.7％という背景もあるが、直近アンケートでは 58.7％

と非常に低い結果であり、背景としては隣の南幌町に、はれっぱという子育て遊戯施設ができ

たことや、北広島ボールパークにはボーネルンドなど近隣市町村の中でも素晴らしい施設がで

きたという外的要因がある。また、未就学児の保護者にとっては町内に小児科がなく、予防接

種等も町外で受けなければならないこともある。現在の子育て世帯の保護者は補助金を支給し

て町に来るというよりかは、医療や子育て環境が充実して住みやすさを重視しているというこ

とを都市部に行ってもよく感じているところである。小児科は南空知の中でも本当に少なくな

ってきているということは理解していると思うが、別の項目では民間病院の誘致というものも

掲げながら行っていくこととしている。現状 58.7％に対して 80％という数値を提示するのは

少し高すぎると考えており、58.7％まで下がった分析と改善点は盛り込んでいるところも踏ま

えて、65％を素案としたところである。 

〇会 長：小児科や産科の誘致はなかなか難しいと思うが重要なことなので、継続課題として進めていた

だき、ＫＰＩをはるかに超えた達成を考えていただいた上で、この設定でよろしいかと思う。

子育て環境に関するインフラを整備していくということに積極的に取り組んだ上で、さらに目

標を上げていく努力をしていただきたい。 

〇事務局：言葉だけで 80％という数字は説得力がないかと思うし、子育て世帯へお見せできるような具

体策の道筋や環境が整った中で、初めて 80％という高い数字が出せるのかと考えている。しっ

かりと礎をつくりながらお示しし、評価いただきたいところなので、65％で満足というわけで

は全くなく発展的に考えていきたい。 

〇会 長：企業等の誘致・新規起業数、子育て・教育の満足度（肯定的な意見）に関するＫＰＩについて

は、素案のとおりとして進める方向でよろしいか。 

     本会議での議論は踏まえていただいて進めていただきたい。傍聴の方もいるので、町もそうい

う覚悟でいるということを確認させていただければと思う。他にはいかがか。 
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（３）その他 

〇会 長：その他について、事務局から説明があればお願いする。 

〇事務局：今後、2 月 19 日に議会総務厚生常任委員会で説明を行った後、パブリックコメントを実施す

る。3週間程度の実施後、各意見を基に 3回目の会議を予定しているので、日程調整にご協力

をお願いしたい。 

 

４．閉会 

〇事務局：（閉会） 


